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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インキツボキーを複数備え、これらインキツボキーの開度調整によって刷版へ供給され
るインキ供給量を調整し、この刷版に供給されたインキを印刷用紙に印刷する印刷機にお
いて、
　前記刷版を用いての実際の印刷開始前に前記各インキツボキーに対応する各エリア内の
絵柄面積率をほゞ同一とする絵柄を備えた試験用刷版を用いて印刷物を印刷するステップ
と、
　前記試験用刷版を用いて印刷された印刷物の前記各インキツボキーに対応する各エリア
の濃度を測定し、この測定した各エリアの濃度値と予め記憶されている基準濃度値との差
に基づいて、前記各インキツボキーの原点位置を補正するステップと、
　前記刷版を用いての実際の印刷時の前記各インキツボキーの開き量の制御を前記補正さ
れた原点位置を基準にして行うステップと
　を備えることを特徴とするインキツボキーの原点位置補正方法。
【請求項２】
　インキツボキーを複数備え、これらインキツボキーの開度調整によって刷版へ供給され
るインキ供給量を調整し、この刷版に供給されたインキを印刷用紙に印刷する印刷機にお
いて、
　前記刷版を用いての実際の印刷開始前に前記各インキツボキーに対応する各エリア内の
絵柄面積率をほゞ同一とする絵柄を備えた試験用刷版を用いて印刷物を印刷する手段と、
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　前記試験用刷版を用いて印刷された印刷物の前記各インキツボキーに対応する各エリア
の濃度を測定し、この測定した各エリアの濃度値と予め記憶されている基準濃度値との差
に基づいて、前記各インキツボキーの原点位置を補正する原点位置補正手段と、
　前記刷版を用いての実際の印刷時の前記各インキツボキーの開き量の制御を前記補正さ
れた原点位置を基準にして行う手段と
　を備えることを特徴とするインキツボキーの原点位置補正装置。
【請求項３】
　インキツボキーを複数備え、これらインキツボキーの開度調整によって刷版へ供給され
るインキ供給量を調整し、この刷版に供給されたインキを印刷用紙に印刷する印刷機にお
いて、
　前記刷版を用いての実際の印刷開始前に前記各インキツボキーに対応する各エリア内の
絵柄面積率をほゞ同一とする絵柄を備えた試験用刷版を用いて印刷物を印刷するステップ
と、
　前記試験用刷版を用いての印刷物の印刷時の前記各インキツボキーの位置を各インキツ
ボキーの現在位置としてメモリに記憶するステップと、
　前記試験用刷版を用いて印刷された印刷物の前記各インキツボキーに対応する各エリア
の濃度を測定し、この測定した各エリアの濃度値と予め記憶されている基準濃度値との差
に基づいて、前記メモリに記憶されている前記各インキツボキーの現在位置を補正するス
テップと、
　前記刷版を用いての実際の印刷時の前記各インキツボキーの開き量の制御を前記補正さ
れた現在位置を基準にして行うステップと
　を備えることを特徴とするインキツボキーの現在位置補正方法。
【請求項４】
　インキツボキーを複数備え、これらインキツボキーの開度調整によって刷版へ供給され
るインキ供給量を調整し、この刷版に供給されたインキを印刷用紙に印刷する印刷機にお
いて、
　前記刷版を用いての実際の印刷開始前に前記各インキツボキーに対応する各エリア内の
絵柄面積率をほゞ同一とする絵柄を備えた試験用刷版を用いて印刷物を印刷する手段と、
　前記試験用刷版を用いての印刷物の印刷時の前記各インキツボキーの位置を各インキツ
ボキーの現在位置としてメモリに記憶する手段と、
　前記試験用刷版を用いて印刷された印刷物の前記各インキツボキーに対応する各エリア
の濃度を測定する濃度測定手段と、
　前記濃度測定手段によって測定された各エリアの濃度値と予め記憶されている基準濃度
値との差に基づいて前記メモリに記憶されている前記各インキツボキーの現在位置を補正
する手段と、
　前記刷版を用いての実際の印刷時の前記各インキツボキーの開き量の制御を前記補正さ
れた現在位置を基準にして行う手段と
　を備えることを特徴とするインキツボキーの現在位置補正装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、印刷機におけるインキツボキーの開き量の調整に際する原点位置を補正する
インキツボキーの原点位置補正方法および装置、ならびに現在位置を補正するインキツボ
キーの現在位置補正方法および装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
図１９に輪転印刷機における各印刷ユニット内のインカー（インキ供給装置）の要部を示
す。同図において、１はインキツボ、２はインキツボ１に蓄えられたインキ、３はインキ
ツボローラ、４（４－１～４－ｎ）はインキツボローラ３の軸方向に複数並設して設けら
れたインキツボキー、５はインキ移しローラ、６はインキローラ群、７は刷版、８は版胴
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である。
図２０は４色輪転印刷機を示す図である。同図において、９－１～９－４は各色の印刷ユ
ニットであり、この印刷ユニット９－１～９－４内に上述したインキ供給装置が各個に設
けられている。
【０００３】
この印刷機では、インキツボキー４－１～４－ｎの開き量の調整によってインキツボ１内
のインキ２をインキツボローラ３に供給し、このインキツボローラ３に供給されたインキ
をインキ移しローラ５の呼び出し動作によりインキローラ群６を介して刷版７へ供給し、
この刷版７に供給されたインキを印刷用紙に印刷する。
【０００４】
インキツボキー４－１～４－ｎのインキツボローラ３に対する開き量は、あらかじめ記憶
されているインキツボキー４－１～４－ｎの原点位置を基準として、インキツボキー４－
１～４－ｎに対応する刷版７の各エリアの絵柄面積率等に基づいて作成される印刷データ
を用いて設定される。この場合、長期に渡って印刷作業を行うと、インキツボキー４－１
～４－ｎの原点位置が種々の要因によって変化する。
【０００５】
インキツボキー４－１～４－ｎの原点位置が変化すると、印刷データを用いて設定される
インキツボキー４－１～４－ｎの開き量も変化し、正確なインキ量を刷版７へ供給するこ
とができなくなる。このため、印刷物の色調はかなり異なった結果となり、所望とする色
調の印刷物を得ることが極めて難しくなる。
そこで、従来においては、インキツボキー４－１～４－ｎの原点位置や現在位置を、オペ
レータが、インキツボローラ３上のインキ膜厚を測定器で測定したり、インキの色を見て
調整していた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような調整方法によると、インキ膜厚を測定したりインキの色を見て
インキツボキー４－１～４－ｎの原点位置や現在位置を調整するという方法であるため、
非常に困難であると共に、多大な時間がかかるという問題があった。
【０００７】
本発明はこのような課題を解決するためになされたもので、その目的とするところは、イ
ンキツボキーの原点位置の調整を簡単かつ短時間で行うことの可能なインキツボキーの原
点位置補正方法および装置、ならびにインキツボキーの現在位置の調整を簡単かつ短時間
で行うことの可能なインキツボキーの現在位置補正方法および装置を提供することにある
。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　このような目的を達成するために、第１発明（請求項１に係る発明）および第２発明（
請求項２に係る発明）は、インキツボキーを複数備え、これらインキツボキーの開度調整
によって刷版へ供給されるインキ供給量を調整し、この刷版に供給されたインキを印刷用
紙に印刷する印刷機において、刷版を用いての実際の印刷開始前に各インキツボキーに対
応する各エリア内の絵柄面積率をほゞ同一とする絵柄を備えた試験用刷版を用いて印刷物
を印刷し、この試験用刷版を用いて印刷された印刷物の各インキツボキーに対応する各エ
リアの濃度を測定し、この測定した各エリアの濃度値と予め記憶されている基準濃度値と
の差に基づいて、各インキツボキーの原点位置を補正するようにし、この補正された原点
位置を基準にして刷版を用いての実際の印刷時の各インキツボキーの開き量の制御を行う
ようにしたものである。
　この発明によれば、刷版を用いての実際の印刷開始前に、試験用刷版（各インキツボキ
ーに対応する各エリア内の絵柄面積率をほゞ同一とする絵柄を備えた試験用刷版）を用い
て印刷物が印刷され、この試験用刷版を用いて印刷された印刷物の各インキツボキーに対
応する各エリアの測定濃度値と予め記憶されている基準濃度値との差に基づいて、各イン
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キツボキーの原点位置が補正される。そして、この補正された原点位置を基準にして、刷
版を用いての実際の印刷時の各インキツボキーの開き量の制御が行われる。
【０００９】
　第３発明（請求項３に係る発明）および第４発明（請求項４に係る発明）は、インキツ
ボキーを複数備え、これらインキツボキーの開度調整によって刷版へ供給されるインキ供
給量を調整し、この刷版に供給されたインキを印刷用紙に印刷する印刷機において、刷版
を用いての実際の印刷開始前に各インキツボキーに対応する各エリア内の絵柄面積率をほ
ゞ同一とする絵柄を備えた試験用刷版を用いて印刷物を印刷し、この試験用刷版を用いて
の印刷物の印刷時の各インキツボキーの位置を各インキツボキーの現在位置としてメモリ
に記憶し、この試験用刷版を用いて印刷された印刷物の各インキツボキーに対応する各エ
リアの濃度を測定し、この測定した各エリアの濃度値と予め記憶されている基準濃度値と
の差に基づいて、メモリに記憶されている各インキツボキーの現在位置を補正するように
し、この補正された現在位置を基準にして刷版を用いての実際の印刷時の各インキツボキ
ーの開き量の制御を行うようにしたものである。
　この発明によれば、刷版を用いての実際の印刷開始前に、試験用刷版（各インキツボキ
ーに対応する各エリア内の絵柄面積率をほゞ同一とする絵柄を備えた試験用刷版）を用い
て印刷物が印刷され、また、この試験用刷版を用いての印刷物の印刷時の各インキツボキ
ーの位置が各インキツボキーの現在位置としてメモリに記憶され、試験用刷版を用いて印
刷された印刷物の各インキツボキーに対応する各エリアの測定濃度値と予め記憶されてい
る基準濃度値との差に基づいて、メモリに記憶されている各インキツボキーの現在位置が
補正される。そして、この補正された現在位置を基準にして、刷版を用いての実際の印刷
時の各インキツボキーの開き量の制御が行われる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を実施の形態に基づき詳細に説明する。
〔実施の形態１（第１発明、第２発明）〕
図２はこの発明に係るインキツボキーの原点位置補正装置の一実施の形態（実施の形態１
）を示すブロック図である。同図において、１０はＣＰＵ、１１はＲＯＭ、１２はＲＡＭ
、１３は原点設定用スイッチ１３－１を含むスイッチ群、１４は表示器、１５はフロッピ
ィディスク又は磁気カードドライブ（ドライブ装置）、１６は濃度計、１７はＡ／Ｄ変換
器、１８，１９は入出力インターフェイス（Ｉ／Ｏ）、２０は基準濃度値メモリ、２１は
あるべきインキツボキーの位置（後述）を記憶するメモリ、２２はインキツボキーの原点
位置を記憶する原点位置メモリ、２３はインキツボキー駆動装置である。
【００１１】
インキツボキー駆動装置２３は図１９に示したインキ供給装置のインキツボキー４－１～
４－ｎに対応して各個に設けられている。すなわち、インキツボキー駆動装置２３はｎ個
のインキツボキー駆動装置２３－１～２３－ｎから構成され、これらインキツボキー駆動
装置２３－１～２３－ｎによって、インキツボキー４－１～４－ｎのインキツボローラ３
に対する開き量が各個に調整される。インキツボキー駆動装置２３－１～２３－ｎは、同
構成とされており、入出力インターフェイス（Ｉ／Ｏ）２３Ａと、Ｄ／Ａ変換器２３Ｂと
、ツボキーモータドライバ２３Ｃと、ツボキーモータ２３Ｄと、ツボキーモータ２３Ｄに
付設されたポテンショメータ２３Ｅと、Ａ／Ｄ変換器２３Ｆとを備えている。
【００１２】
図１はこの原点位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャートであ
る。この原点位置補正装置では版胴に装着する刷版として図３に示すような試験用刷版７
Ａを用いる。この試験用刷版７Ａにはカラーパッチ部７Ａ１と原点位置調整用絵柄部７Ａ
２が設けられている。カラーパッチ部７Ａ１は、印刷品質測定用として用いられる公知の
絵柄部であり、インキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリア内に図示左右方向へ所
定の間隔を隔てて設けられた複数のパッチ（図示せず）から構成される。原点位置調整用
絵柄部７Ａ２は、図示左右方向に帯状に設けられ、インキツボキー４－１～４－ｎに対応
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する各エリア内の絵柄面積率は同一とされている。
【００１３】
この原点位置補正装置を用いての原点位置補正にあたって、オペレータは、試験用刷版７
Ａの絵柄面積率を刷版絵柄面積率計で測定し、印刷データを得る。すなわち、試験用刷版
７Ａのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの絵柄面積率を測定し、この絵
柄面積率に基づいてインキツボキー４－１～４－ｎに対する印刷データを作成する。
【００１４】
そして、この作成した印刷データを原点位置補正装置へ入力し、インキツボキー４－１～
４－ｎの開き量を設定する（ステップ１０１）。この場合、ＣＰＵ１０は、原点位置メモ
リ２２にあらかじめ記憶されているインキツボキー４－１～４－ｎの原点位置（現在の原
点位置）を読み出し、この読み出した原点位置を基準として、インキツボキー４－１～４
－ｎの開き量を印刷データを用いて設定する。また、ＣＰＵ１０は、このときのインキツ
ボキー４－１～４－ｎの位置をあるべきインキツボキー４－１～４－ｎの位置として、メ
モリ２１に記憶する。
【００１５】
次に、オペレータは、試験用刷版７Ａを版胴８にセットした状態で印刷を行ない、印刷サ
ンプルを採取する（ステップ１０２）。そして、この採取した印刷サンプルの濃度値を濃
度計１６を用いて測定し（ステップ１０３）、Ａ／Ｄ変換器１７およびＩ／Ｏ・１８を介
してＣＰＵ１０へ与える。ＣＰＵ１０は、濃度計１６からのデータに基づき、印刷サンプ
ルのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの濃度値（測定濃度値）と予め基
準濃度値メモリ２０に記憶されている基準濃度値とが一致しているか否かをチェックする
（ステップ１０４）。
【００１６】
ここで、測定濃度値と基準濃度値とが一致していなければ、すなわち測定濃度値と基準濃
度値との差が零あるいは所定の範囲内に入っていなければ、そのエリアに対応するインキ
ツボキーの原点位置にずれが生じているものと判断する。ここでは、説明上、全てのエリ
アの測定濃度値と基準濃度値とが一致していないものとする。
【００１７】
この場合、ＣＰＵ１０は、インキツボキー４－１～４－ｎの微調整を行う（ステップ１０
５）。すなわち、測定濃度値と基準濃度値とが一致するように、インキツボキー４－１～
４－ｎの開き量をインキツボキー駆動装置２３－１～２３－ｎを介して調整する。
【００１８】
この後、オペレータは、試験用刷版７Ａを版胴８にセットした状態で再度印刷を行ない、
印刷サンプルを採取する（ステップ１０６）。ＣＰＵ１０は、先のステップ１０３と同様
にして、採取した印刷サンプルのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの測
定濃度値と基準濃度値とが一致しているか否かをチェックする（ステップ１０７，１０８
）。
【００１９】
全てのエリアの測定濃度値と基準濃度値とが一致するまでステップ１０５～１０８を繰り
返す。全てのエリアの測定濃度値と基準濃度値とが一致すれば、原点設定用スイッチ１３
－１のＯＮ操作に応じて（ステップ１０９）、ＣＰＵ１０は、メモリ２１に記憶されてい
るインキツボキー４－１～４－ｎのあるべき位置を読み取り（ステップ１１０）、また、
現在のインキツボキー４－１～４－ｎの位置をメモリ２４から読み取り（ステップ１１１
）、インキツボキー４－１～４－ｎのあるべき位置と現在の位置との差を演算する（ステ
ップ１１２）。
【００２０】
そして、ＣＰＵ１０は、原点位置メモリ２２からインキツボキー４－１～４－ｎの現在の
原点位置を読み出し（ステップ１１３）、この読み出したインキツボキー４－１～４－ｎ
の現在の原点位置をステップ１１２で求めたインキツボキー４－１～４－ｎのあるべき位
置と現在の位置との差だけ補正する（ステップ１１４）。
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【００２１】
すなわち、ステップ１１２で求めたインキツボキー４－１～４－ｎのあるべき位置と現在
の位置との差を補正値として、インキツボキー４－１～４－ｎの原点位置を補正し、補正
した原点位置をインキツボキー４－１～４－ｎの現在の原点位置として原点位置メモリ２
２に書き込む（ステップ１１５）。また、ＣＰＵ１０は、補正したインキツボキー４－１
～４－ｎの原点位置を、ドライブ装置１５を介してフロッピィディスク又は磁気カードに
書き込む（ステップ１１６）。
【００２２】
〔実施の形態２（第１発明、第２発明）〕
図４はインキツボキーの原点位置補正装置の他の実施の形態（実施の形態２）を示すブロ
ック図である。同図において、図２と同一符号は同一或いは同等構成要素を示し、その説
明は省略する。この原点位置補正装置では、図２に示した構成に加えて、インキツボキー
の位置の差（後述）を記憶するメモリ２５を設けており、スイッチ群１３は原点設定用ス
イッチ１３－１に加えて、原点補正値演算用スイッチ１３－２および原点位置リセットス
イッチ１３－３を含んでいる。
【００２３】
図５はこの原点位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャートであ
る。この原点位置補正装置においても版胴８に装着する刷版として図３に示した試験用刷
版７Ａを用いる。
【００２４】
この原点位置補正装置を用いての原点位置補正にあたって、オペレータは、試験用刷版７
Ａの絵柄面積率を刷版絵柄面積率計で測定し、印刷データを得る。すなわち、試験用刷版
７Ａのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの絵柄面積率を測定し、この絵
柄面積率に基づいてインキツボキー４－１～４－ｎに対する印刷データを作成する。
【００２５】
そして、この作成した印刷データを原点位置補正装置へ入力し、インキツボキー４－１～
４－ｎの開き量を設定する（ステップ５０１）。この場合、ＣＰＵ１０は、原点位置メモ
リ２２にあらかじめ記憶されているインキツボキー４－１～４－ｎの原点位置（現在の原
点位置）を読み出し、この読み出した原点位置を基準として、インキツボキー４－１～４
－ｎの開き量を印刷データを用いて設定する。また、ＣＰＵ１０は、このときのインキツ
ボキー４－１～４－ｎの位置をあるべきインキツボキーの位置として、メモリ２１に記憶
する。
【００２６】
次に、オペレータは、試験用刷版７Ａを版胴８にセットした状態で印刷を行ない、印刷サ
ンプルを採取する（ステップ５０２）。そして、この採取した印刷サンプルの濃度値を濃
度計１６を用いて測定し（ステップ５０３）、Ａ／Ｄ変換器１７およびＩ／Ｏ・１８を介
してＣＰＵ１０へ与える。ＣＰＵ１０は、濃度計１６からのデータに基づき、印刷サンプ
ルのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの濃度値（測定濃度値）と予め基
準濃度値メモリ２０に記憶されている基準濃度値とが一致しているか否かをチェックする
（ステップ５０４）。
【００２７】
ここで、測定濃度値と基準濃度値とが一致していなければ、すなわち測定濃度値と基準濃
度値との差が零あるいは所定の範囲内に入っていなければ、そのエリアに対応するインキ
ツボキーの原点位置にずれが生じているものと判断する。ここでは、説明上、全てのエリ
アの測定濃度値と基準濃度値とが一致していないものとする。
【００２８】
この場合、ＣＰＵ１０は、インキツボキー４－１～４－ｎの微調整を行う（ステップ５０
５）。すなわち、測定濃度値と基準濃度値とが一致するように、インキツボキー４－１～
４－ｎの開き量をインキツボキー駆動装置２３－１～２３－ｎを介して調整する。
【００２９】
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この後、オペレータは、試験用刷版７Ａを版胴８にセットした状態で再度印刷を行ない、
印刷サンプルを採取する（ステップ５０６）。ＣＰＵ１０は、先のステップ５０３と同様
にして、採取した印刷サンプルのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの測
定濃度値と基準濃度値とが一致しているか否かをチェックする（ステップ５０７，５０８
）。
【００３０】
全てのエリアの測定濃度値と基準濃度値とが一致するまでステップ５０５～５０８を繰り
返す。全てのエリアの測定濃度値と基準濃度値とが一致すれば、原点補正値演算用スイッ
チ１３－２のＯＮ操作に応じて（ステップ５０９）、ＣＰＵ１０は、メモリ２１に記憶さ
れているインキツボキー４－１～４－ｎのあるべき位置を読み出し（ステップ５１０）、
また、現在のインキツボキー４－１～４－ｎの位置を読み取り（ステップ５１１）、イン
キツボキー４－１～４－ｎのあるべき位置と現在の位置との差を演算する（ステップ５１
２）。
【００３１】
そして、ＣＰＵ１０は、ステップ５１２で演算して得たインキツボキー４－１～４－ｎの
あるべき位置と現在の位置との差をメモリ２５に書き込む（ステップ５１３）。また、Ｃ
ＰＵ１０は、ステップ５１２で演算して得たインキツボキー４－１～４－ｎのあるべき位
置と現在の位置との差をドライブ装置１５を介し、フロッピィディスク又は磁気カードに
書き込む（ステップ５１４）。
【００３２】
実際に印刷する時に、インキツボキー４－１～４－ｎの原点位置を補正したい場合、オペ
レータは原点設定用スイッチ１３－１をＯＮとする（ステップ５１５）。すると、ＣＰＵ
１０は、インキツボキー４－１～４－ｎの現在の原点位置を原点位置メモリ２２から読み
出し（ステップ５１６）、インキツボキー４－１～４－ｎの位置の差をメモリ２５から読
み出す（ステップ５１７）。
【００３３】
そして、ＣＰＵ１０は、ステップ５１６で読み出したインキツボキー４－１～４－ｎの現
在の原点位置をステップ５１７で読み出したインキツボキー４－１～４－ｎの位置の差だ
け補正する（ステップ５１８）。すなわち、ステップ５１７で読み出したインキツボキー
４－１～４－ｎの位置の差を補正値として、インキツボキー４－１～４－ｎの原点位置を
補正し（ステップ５１８）、補正した原点位置を現在の原点位置として原点位置メモリ２
２に書き込む（ステップ５１９）。この場合、ＣＰＵ１０は、補正前の原点位置について
は、元の原点位置として原点位置メモリ２２中に残しておく。
【００３４】
従って、この実施の形態２では、ステップ５１５で原点設定用スイッチ１３－１をＯＮと
すると、ステップ５１８で補正された原点位置を基準として、インキツボキー４－１～４
－ｎの開き量が制御されるものとなる。
【００３５】
なお、図５のフローチャートには示していないが、元の原点位置に戻したい場合には、原
点位置リセットスイッチ１３－３をＯＮとする。これにより、原点位置メモリ２２中の現
在の原点位置（補正後の原点位置）が元の原点位置（補正前の原点位置）に書き換えられ
、元の原点位置を基準として、インキツボキー４－１～４－ｎの開き量の制御を行うこと
ができるようになる。
【００３６】
〔実施の形態３（第１発明、第２発明）〕
図６はインキツボキーの原点位置補正装置の他の実施の形態（実施の形態３）を示すブロ
ック図である。同図において、図２と同一符号は同一或いは同等構成要素を示し、その説
明は省略する。この原点位置補正装置では、メモリ２１に代えて、濃度差－補正量変換テ
ーブル２６を設けている。
【００３７】
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図７はこの原点位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャートであ
る。この原点位置補正装置においても版胴８に装着する刷版として図３に示した試験用刷
版７Ａを用いる。
【００３８】
この原点位置補正装置を用いての原点位置補正にあたって、オペレータは、試験用刷版７
Ａの絵柄面積率を刷版絵柄面積率計で測定し、印刷データを得る。すなわち、試験用刷版
７Ａのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの絵柄面積率を測定し、この絵
柄面積率に基づいてインキツボキー４－１～４－ｎに対する印刷データを作成する。
【００３９】
そして、この作成した印刷データを原点位置補正装置へ入力し、インキツボキー４－１～
４－ｎの開き量を設定する（ステップ７０１）。この場合、ＣＰＵ１０は、原点位置メモ
リ２２にあらかじめ記憶されているインキツボキー４－１～４－ｎの原点位置（現在の原
点位置）を読み出し、この読み出した原点位置を基準として、インキツボキー４－１～４
－ｎの開き量を印刷データを用いて設定する。
【００４０】
次に、オペレータは、試験用刷版７Ａを版胴８にセットした状態で印刷を行ない、印刷サ
ンプルを採取する（ステップ７０２）。そして、この採取した印刷サンプルの濃度値を濃
度計１６を用いて測定し（ステップ７０３）、Ａ／Ｄ変換器１７およびＩ／Ｏ・１８を介
してＣＰＵ１０へ与える。
【００４１】
ＣＰＵ１０は、原点設定用スイッチ１３－１のＯＮ操作に応じて、印刷サンプルのインキ
ツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの濃度値（測定濃度値）と予め基準濃度値メ
モリ２０に記憶されている基準濃度値との差（濃度差）を求め（ステップ７０５）、この
求めた濃度差に応じたインキツボキー４－１～４－ｎの原点位置補正量を濃度差－補正量
変換テーブル２６から求める（ステップ７０６）。
【００４２】
そして、ＣＰＵ１０は、インキツボキー４－１～４－ｎの現在の原点位置を原点位置メモ
リ２２から読み出し（ステップ７０７）、この読み出したインキツボキー４－１～４－ｎ
の現在の原点位置をステップ７０６で求めた原点位置補正量だけ補正する（ステップ７０
８）。すなわち、ステップ７０６で求めた原点位置補正量を補正値として、インキツボキ
ー４－１～４－ｎの原点位置を補正し（ステップ７０８）、補正した原点位置を現在の原
点位置として原点位置メモリ２２に書き込む（ステップ７０９）。
【００４３】
〔実施の形態４（第１発明、第２発明）〕
図８はインキツボキーの原点位置補正装置の他の実施の形態（実施の形態４）を示すブロ
ック図である。同図において、図４と同一符号は同一或いは同等構成要素を示し、その説
明は省略する。この原点位置補正装置では、メモリ２１および２５に代えて、濃度差－補
正量変換テーブル２６およびインキツボキーの補正量（後述）を記憶するメモリ２７を設
けている。
【００４４】
図９はこの原点位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャートであ
る。この原点位置補正装置においても版胴８に装着する刷版として図３に示した試験用刷
版７Ａを用いる。
【００４５】
この原点位置補正装置を用いての原点位置補正にあたって、オペレータは、試験用刷版７
Ａの絵柄面積率を刷版絵柄面積率計で測定し、印刷データを得る。すなわち、試験用刷版
７Ａのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの絵柄面積率を測定し、この絵
柄面積率に基づいてインキツボキー４－１～４－ｎに対する印刷データを作成する。
【００４６】
そして、この作成した印刷データを原点位置補正装置へ入力し、インキツボキー４－１～
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４－ｎの開き量を設定する（ステップ９０１）。この場合、ＣＰＵ１０は、原点位置メモ
リ２２にあらかじめ記憶されているインキツボキー４－１～４－ｎの原点位置（現在の原
点位置）を読み出し、この読み出した原点位置を基準として、インキツボキー４－１～４
－ｎの開き量を印刷データを用いて設定する。
【００４７】
次に、オペレータは、試験用刷版７Ａを版胴８にセットした状態で印刷を行ない、印刷サ
ンプルを採取する（ステップ９０２）。そして、この採取した印刷サンプルの濃度値を濃
度計１６を用いて測定し（ステップ９０３）、Ａ／Ｄ変換器１７およびＩ／Ｏ・１８を介
してＣＰＵ１０へ与える。
【００４８】
ＣＰＵ１０は、原点補正値演算用スイッチ１３－２のＯＮ操作に応じて（ステップ９０４
）、印刷サンプルのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの濃度値（測定濃
度値）と予め基準濃度値メモリ２０に記憶されている基準濃度値との差（濃度差）を求め
（ステップ９０５）、この求めた濃度差に応じたインキツボキー４－１～４－ｎの原点位
置補正量を濃度差－補正量変換テーブル２６から求め（ステップ９０６）、この求めたイ
ンキツボキー４－１～４－ｎの原点位置補正量をメモリ２７に書き込む（ステップ９０７
）。
【００４９】
実際に印刷する時に、インキツボキー４－１～４－ｎの原点位置を補正したい場合、オペ
レータは原点設定用スイッチ１３－１をＯＮとする（ステップ９０８）。すると、ＣＰＵ
１０は、インキツボキー４－１～４－ｎの現在の原点位置を原点位置メモリ２２から読み
出し（ステップ９０９）、インキツボキー４－１～４－ｎの原点位置補正量をメモリ２７
から読み出す（ステップ９１０）。
【００５０】
そして、ＣＰＵ１０は、ステップ９０９で読み出したインキツボキー４－１～４－ｎの現
在の原点位置をステップ９１０で読み出したインキツボキー４－１～４－ｎの原点位置補
正量だけ補正する（ステップ９１１）。すなわち、ステップ９１０で読み出したインキツ
ボキー４－１～４－ｎの原点位置補正量を補正値として、インキツボキー４－１～４－ｎ
の原点位置を補正し（ステップ９１１）、補正した原点位置を現在の原点位置として原点
位置メモリ２２に書き込む（ステップ９１２）。この場合、ＣＰＵ１０は、補正前の原点
位置については、元の原点位置として原点位置メモリ２２中に残しておく。
【００５１】
従って、この実施の形態４では、ステップ９０８で原点設定用スイッチ１３－１をＯＮと
すると、ステップ９１１で補正された原点位置を基準として、インキツボキー４－１～４
－ｎの開き量が制御されるものとなる。
【００５２】
なお、図９のフローチャートには示していないが、元の原点位置に戻したい場合には、原
点位置リセットスイッチ１３－３をＯＮとする。これにより、原点位置メモリ２２中の現
在の原点位置（補正後の原点位置）が元の原点位置（補正前の原点位置）に書き換えられ
、元の原点位置を基準として、インキツボキー４－１～４－ｎの開き量の制御を行うこと
ができるようになる。
【００５３】
〔実施の形態５（第３発明、第４発明）〕
図１０はこの発明に係るインキツボキーの現在位置補正装置の一実施の形態（実施の形態
５）を示すブロック図である。同図において、図２と同一符号は同一或いは同等構成要素
を示し、その説明は省略する。この現在位置補正装置では、原点位置メモリ２２に代えて
、現在のインキツボキーの位置を記憶するメモリ２４を設けている。
【００５４】
図１１はこの現在位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャートで
ある。この現在位置補正装置においても版胴８に装着する刷版として図３に示した試験用
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刷版７Ａを用いる。
【００５５】
この現在位置補正装置を用いての現在位置補正にあたって、オペレータは、試験用刷版７
Ａの絵柄面積率を刷版絵柄面積率計で測定し、印刷データを得る。すなわち、試験用刷版
７Ａのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの絵柄面積率を測定し、この絵
柄面積率に基づいてインキツボキー４－１～４－ｎに対する印刷データを作成する。
【００５６】
　そして、この作成した印刷データを現在位置補正装置へ入力し、インキツボキー４－１
～４－ｎの開き量を設定する（ステップ１１０１）。この場合、ＣＰＵ１０は、あらかじ
め記憶されているインキツボキー４－１～４－ｎの原点位置を基準として、インキツボキ
ー４－１～４－ｎの開き量を印刷データを用いて設定する。また、ＣＰＵ１０は、このと
きのインキツボキー４－１～４－ｎの位置をあるべきインキツボキーの位置（現在位置）
として、メモリ２１に記憶する。
【００５７】
次に、オペレータは、試験用刷版７Ａを版胴８にセットした状態で印刷を行ない、印刷サ
ンプルを採取する（ステップ１１０２）。そして、この採取した印刷サンプルの濃度値を
濃度計１６を用いて測定し（ステップ１１０３）、Ａ／Ｄ変換器１７およびＩ／Ｏ・１８
を介してＣＰＵ１０へ与える。ＣＰＵ１０は、濃度計１６からのデータに基づき、印刷サ
ンプルのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの濃度値（測定濃度値）と予
め基準濃度値メモリ２０に記憶されている基準濃度値とが一致しているか否かをチェック
する（ステップ１１０４）。
【００５８】
ここで、測定濃度値と基準濃度値とが一致していなければ、すなわち測定濃度値と基準濃
度値との差が零あるいは所定の範囲内に入っていなければ、そのエリアに対応するインキ
ツボキーの原点位置にずれが生じているものと判断する。ここでは、説明上、全てのエリ
アの測定濃度値と基準濃度値とが一致していないものとする。
【００５９】
この場合、ＣＰＵ１０は、インキツボキー４－１～４－ｎの微調整を行う（ステップ１１
０５）。すなわち、各エリアの測定濃度値と基準濃度値とが一致するように、インキツボ
キー４－１～４－ｎの開き量をインキツボキー駆動装置２３－１～２３－ｎを介して調整
する。
【００６０】
この後、オペレータは、試験用刷版７Ａを版胴８にセットした状態で再度印刷を行ない、
印刷サンプルを採取する（ステップ１１０６）。ＣＰＵ１０は、先のステップ１１０３と
同様にして、採取した印刷サンプルのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリア
の測定濃度値と基準濃度値とが一致しているか否かをチェックする（ステップ１１０７，
１１０８）。
【００６１】
　全てのエリアの測定濃度値と基準濃度値とが一致するまでステップ１１０５～１１０８
を繰り返す。全てのエリアの測定濃度値と基準濃度値とが一致すれば、原点設定用スイッ
チ１３－１のＯＮ操作に応じて（ステップ１１０９）、ＣＰＵ１０は、メモリ２１に記憶
されているインキツボキー４－１～４－ｎのあるべき位置（現在位置）を読み出し（ステ
ップ１１１０）、また、メモリ２４に記憶されている現在のインキツボキー４－１～４－
ｎの位置を読み出し（ステップ１１１１）、現在のインキツボキー４－１～４－ｎの位置
をあるべきインキツボキー４－１～４－ｎの位置（現在位置）としてメモリ２１に書き込
む（ステップ１１１２）。
【００６２】
　すなわち、メモリ２１に記憶されているインキツボキー４－１～４－ｎのあるべき位置
（現在位置）を、ステップ１１１１で読み出した現在のインキツボキー４－１～４－ｎの
位置に書き換える。これは、メモリ２１に記憶されている現在位置を補正していることに
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他ならない。以降、インキツボキー４－１～４－ｎの開き量の制御は、ステップ１１１２
で書き換えたインキツボキー４－１～４－ｎのあるべき位置（現在位置）を基準として制
御する。
【００６３】
〔実施の形態６（第３発明、第４発明）〕
図１２は現在位置補正装置の他の実施の形態（実施の形態６）を示すブロック図である。
同図において、図６と同一符号は同一或いは同等構成要素を示し、その説明は省略する。
この現在位置補正装置では、原点位置メモリ２２に代えて、現在のインキツボキーの位置
を記憶するメモリ２４を設けている。
【００６４】
図１３はこの現在位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャートで
ある。この原点位置補正装置においても版胴８に装着する刷版として図３に示した試験用
刷版７Ａを用いる。
【００６５】
この現在位置補正装置を用いての現在位置補正にあたって、オペレータは、試験用刷版７
Ａの絵柄面積率を刷版絵柄面積率計で測定し、印刷データを得る。すなわち、試験用刷版
７Ａのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの絵柄面積率を測定し、この絵
柄面積率に基づいてインキツボキー４－１～４－ｎに対する印刷データを作成する。
【００６６】
そして、この作成した印刷データを原点位置補正装置へ入力し、インキツボキー４－１～
４－ｎの開き量を設定する（ステップ１３０１）。この場合、ＣＰＵ１０は、あらかじめ
記憶されているインキツボキー４－１～４－ｎの原点位置を基準として、インキツボキー
４－１～４－ｎの開き量を印刷データを用いて設定する。
【００６７】
次に、オペレータは、試験用刷版７Ａを版胴８にセットした状態で印刷を行ない、印刷サ
ンプルを採取する（ステップ１３０２）。そして、この採取した印刷サンプルの濃度値を
濃度計１６を用いて測定し（ステップ１３０３）、Ａ／Ｄ変換器１７およびＩ／Ｏ・１８
を介してＣＰＵ１０へ与える。
【００６８】
ＣＰＵ１０は、原点設定用スイッチ１３－１のＯＮ操作に応じて（ステップ１３０４）、
印刷サンプルのインキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの濃度値（測定濃度値
）と予め基準濃度値メモリ２０に記憶されている基準濃度値との差（濃度差）を求め（ス
テップ１３０５）、この求めた濃度差に応じたインキツボキー４－１～４－ｎの原点位置
補正量を濃度差－補正量変換テーブル２６から求める（ステップ１３０６）。
【００６９】
　そして、ＣＰＵ１０は、インキツボキー４－１～４－ｎの現在位置（現在の開き量）を
メモリ２４から読み出し、この読み出したインキツボキー４－１～４－ｎの現在の開き量
をステップ１３０６で求めた原点位置補正量だけ補正する（ステップ１３０７）。すなわ
ち、ステップ１３０６で求めた原点位置補正量を補正値として、インキツボキー４－１～
４－ｎの現在位置を補正し（ステップ１３０７）、補正した現在位置をメモリ２４に書き
込む（ステップ１３０８）。これは、メモリ２４に記憶されている現在位置を補正してい
ることに他ならない。以降、インキツボキー４－１～４－ｎの開き量の制御は、ステップ
１３０８で書き換えたインキツボキー４－１～４－ｎの現在位置を基準として制御する。
【００７０】
　なお、上述した実施の形態１～６では、カラーパッチ部１７Ａ１と原点位置調整用絵柄
部１７Ａ２とを備えた試験用刷版７Ａを用いるようにしたが、左右方向にほゞ同じ面積の
絵柄を備えた試験用刷版７Ａと同じような通常の印刷に用いられる刷版を試験用刷版とし
て用いてもよい。
【００７１】
　通常印刷時の刷版を用いるメリットは、試験用刷版７Ａを用いる場合、その為に、試験
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用刷版７Ａによる印刷をわざわざ行わなければならないのに対し、通常印刷時の刷版を試
験用刷版として用いれば、通常の印刷作業時に行うことができ、印刷資材や時間の無駄が
少なくなる。
【００７２】
〔実施の形態７（第１発明、第２発明）〕
また、上述した実施の形態１～４においては、カラーパッチ部７Ａ１と原点位置調整用絵
柄部７Ａ２を備えた試験用刷版７Ａを使用したが、カラーパッチ部７Ａ１だけ（絵柄面積
率がほゞゼロ）とした試験用刷版７Ｂ（図１４）を用いるようにしてもよい。
【００７３】
図１５はカラーパッチ部７Ａ１だけとした試験用刷版７Ｂを用いる場合のインキツボキー
の原点位置補正装置の実施の形態（実施の形態７）を示すブロック図である。
図１６はこの原点位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャートで
ある。
【００７４】
この実施の形態では、試験用刷版７Ｂで印刷した印刷物の濃度値を測定し（ステップ１６
０３）、インキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの測定濃度値が予め基準濃度
値メモリ２０に記憶されている基準濃度値と一致するように、インキツボキー４－１～４
－ｎの開き量を調整し（ステップ１６０５～１６０８）、その時のインキツボキー４－１
～４－ｎの開き量をインキツボキー４－１～４－ｎの原点位置として原点位置メモリ２２
に書き込む（ステップ１６０９～１６１１）
〔実施の形態８（第１発明、第２発明）〕
【００７５】
図１７はカラーパッチ部７Ａ１だけとした試験用刷版７Ｂを用いる場合のインキツボキー
の原点位置補正装置の他の実施の形態（実施の形態８）を示すブロック図である。図１８
はこの原点位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャートである。
【００７６】
この実施の形態では、試験用刷版７Ｂで印刷した印刷物の濃度値を測定し（ステップ１８
０３）、インキツボキー４－１～４－ｎに対応する各エリアの測定濃度値と予め基準濃度
値メモリ２０に記憶されている基準濃度値との差（濃度差）を求め（ステップ１８０５）
、この濃度差に応じたインキツボキー４－１～４－ｎの原点位置補正量を濃度差－補正量
変換テーブル２６から求める（ステップ１８０６）。
【００７７】
　そして、原点位置メモリ２２からインキツボキー４－１～４－ｎの現在の原点位置を読
み出し（ステップ１８０７）、この読み出したインキツボキー４－１～４－ｎの現在の原
点位置をステップ１８０６で求めた原点位置補正量だけ補正し（ステップ１８０８）、補
正した原点位置を現在の原点位置として原点位置メモリ２２に書き込む（ステップ１８０
９）。
【００７８】
【発明の効果】
　以上説明したことから明らかなように本発明によれば、刷版を用いての実際の印刷開始
前に、各インキツボキーに対応する各エリア内の絵柄面積率をほゞ同一とする絵柄を備え
た試験用刷版を用いて印刷物を印刷し、この試験用刷版を用いて印刷された印刷物の各イ
ンキツボキーに対応する各エリアの濃度を測定し、この測定した各エリアの濃度値と予め
記憶されている基準濃度値との差に基づいて、各インキツボキーの原点位置やメモリに記
憶されている試験用刷版を用いての印刷物の印刷時の各インキツボキーの位置（現在位置
）を補正するようにしたので、インキツボローラ上のインキ膜厚を測定したり、インキの
色を見て調整したりする必要がなくなり、インキツボキーの原点位置やメモリに記憶され
ている現在位置の調整を簡単かつ短時間で行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図２に示した原点位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフロー



(13) JP 4472796 B2 2010.6.2

10

20

30

40

50

チャートである。
【図２】　本発明に係るインキツボキーの原点位置補正装置の一実施の形態（実施の形態
１）を示すブロック図である。
【図３】　この原点位置補正装置による原点位置補正に際して用いる試験用刷版を示す図
である。
【図４】　インキツボキーの原点位置補正装置の他の実施の形態（実施の形態２）を示す
ブロック図である。
【図５】　この原点位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャート
である。
【図６】　インキツボキーの原点位置補正装置の他の実施の形態（実施の形態３）を示す
ブロック図である。
【図７】　この原点位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャート
である。
【図８】　インキツボキーの原点位置補正装置の他の実施の形態（実施の形態４）を示す
ブロック図である。
【図９】　この原点位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャート
である。
【図１０】　本発明に係るインキツボキーの現在位置補正装置の一実施の形態（実施の形
態５）を示すブロック図である。
【図１１】　この現在位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャー
トである。
【図１２】　現在位置補正装置の他の実施の形態（実施の形態６）を示すブロック図であ
る。
【図１３】　この現在位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャー
トである。
【図１４】　試験用刷版の他の例（カラーパッチ部だけとした試験用刷版）を示す図であ
る。
【図１５】　カラーパッチ部だけとした試験用刷版を用いる場合のインキツボキーの原点
位置補正装置の実施の形態（実施の形態７）を示すブロック図である。
【図１６】　この原点位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャー
トである。
【図１７】　カラーパッチ部だけとした試験用刷版を用いる場合のインキツボキーの原点
位置補正装置の他の実施の形態（実施の形態８）を示すブロック図である。
【図１８】　この原点位置補正装置における特徴的な動作を説明するためのフローチャー
トである。
【図１９】　輪転印刷機における各印刷ユニット内のインキ供給装置の要部を示す図であ
る。
【図２０】　４色枚葉輪転印刷機を示す図である。
【符号の説明】
１…インキツボ、２…インキ、３…インキツボローラ、４（４－１～４－ｎ）…インキツ
ボキー、５…インキ移しローラ、６…インキローラ群、７…刷版、７Ａ，７Ｂ…試験用刷
版、７Ａ１…カラーパッチ部、７Ａ２…原点位置調整用絵柄部、８…版胴、９－１～９－
４…印刷ユニット、１０…ＣＰＵ、１１…ＲＯＭ、１２…ＲＡＭ、１３…スイッチ群、１
３－１…原点設定用スイッチ、１３－２…原点補正値演算用スイッチ、１３－３…原点位
置リセットスイッチ、１４…表示器、１５…ドライブ装置、１６…濃度計、１７…Ａ／Ｄ
変換器、１８，１９…入出力インターフェイス（Ｉ／Ｏ）、２０…基準濃度値メモリ、２
１…メモリ（あるべきインキツボキーの位置記憶用のメモリ）、２２…原点位置メモリ、
２３（２３－１～２３－ｎ）…インキツボキー駆動装置、２４…メモリ（現在のインキツ
ボキーの位置記憶用のメモリ）、２５…メモリ（インキツボキーの位置の差記憶用のメモ
リ）、２６…濃度差－補正量変換テーブル、２７…メモリ（インキツボキーの補正量記憶
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用のメモリ）。
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